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大
伴
坂
上
郎
女
論
1
大
宰
府
下
向
と
大
伴
宿
禰
百
代
と
ー
小
野
寛
　
大
伴
坂
上
郎
女
が
大
宰
帥
大
伴
旅
人
と
そ
の
息
家
持
の
い
る
大
宰
府
へ
下
向
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
を
知
る
第
一
の
資
料
は
万
葉
集
巻
六
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑
前
国
の
宗
形
郡
名
を
名
児
山
と
い
ふ
を
超
ゆ
る
時
に
作
る
　
　
　
　
歌
一
首
　
　
お
ほ
な
む
ち
　
　
大
汝
　
少
彦
名
の
　
神
こ
そ
ば
　
名
付
け
そ
め
け
め
　
名
の
み
を
　
名
児
山
と
負
ひ
て
　
我
が
恋
の
　
千
重
の
一
重
も
　
な
ぐ
さ
め
　
　
な
く
に
（
九
六
三
）
　
　
　
　
同
じ
坂
上
郎
女
、
京
に
向
か
ふ
海
路
に
し
て
、
浜
の
貝
を
見
て
作
る
歌
一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま
　
　
　
　
　
ひ
り
　
　
我
が
背
子
に
恋
ふ
れ
ば
苦
し
暇
あ
ら
ば
拾
ひ
て
行
か
む
恋
忘
れ
貝
（
九
六
四
）
　
こ
の
歌
は
天
平
二
年
の
歌
に
続
い
て
配
列
さ
れ
、
後
に
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
大
伴
旅
人
の
京
へ
向
か
っ
て
道
に
上
る
時
の
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
て
、
坂
上
郎
女
が
天
平
二
年
冬
十
一
月
に
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
大
納
言
任
官
上
京
に
よ
っ
て
、
旅
人
に
先
立
っ
て
大
宰
府
の
長
官
官
邸
を
出
発
し
て
京
に
上
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
坂
上
郎
女
は
筑
前
国
宗
形
郡
ー
今
の
福
岡
県
宗
像
郡
－
に
あ
る
名
児
山
と
い
う
名
の
山
を
越
え
、
ど
こ
か
ら
か
乗
船
し
て
海
路
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
天
平
二
年
十
一
月
以
前
に
大
宰
府
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
か
ら
大
宰
府
に
来
て
い
た
の
か
、
何
の
た
め
に
大
宰
府
ま
で
来
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
　
在
府
中
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
次
の
歌
が
巻
四
に
あ
る
。
　
　
　
　
大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
の
歌
四
首
1
　
　
事
も
な
く
生
き
来
し
も
の
を
老
い
な
み
に
か
か
る
恋
に
も
吾
は
逢
へ
る
か
も
（
巻
四
・
五
五
九
）
　
　
恋
ひ
死
な
む
後
は
何
せ
む
生
け
る
日
の
た
め
こ
そ
妹
を
見
ま
く
欲
り
す
れ
（
五
六
〇
）
　
　
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
大
野
な
る
三
笠
の
社
の
神
し
知
ら
さ
む
（
五
六
一
）
　
　
暇
な
く
人
の
眉
根
を
い
た
づ
ら
に
掻
か
し
め
つ
つ
も
逢
は
ぬ
妹
か
も
（
五
六
二
）
　
　
　
　
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
　
　
黒
髪
に
白
髪
交
じ
り
老
ゆ
る
ま
で
か
か
る
恋
に
は
い
ま
だ
逢
は
な
く
に
（
五
六
三
）
　
　
山
菅
の
実
な
ら
ぬ
こ
と
を
吾
に
依
そ
り
言
は
れ
し
君
は
誰
と
か
寝
ら
む
（
五
六
四
）
　
大
伴
百
代
は
万
葉
集
に
右
の
四
首
の
他
に
三
首
の
短
歌
を
記
し
と
ど
め
て
い
る
。
　
1
大
宰
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
梅
歌
（
巻
三
、
三
九
二
）
　
2
大
宰
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
等
贈
二
駅
使
一
歌
（
左
注
）
右
一
首
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
（
巻
四
、
五
六
六
）
　
3
梅
花
歌
（
歌
下
）
大
監
伴
氏
百
代
（
巻
五
、
八
二
三
）
　
合
計
七
首
、
そ
の
す
べ
て
が
「
大
宰
大
監
」
の
肩
書
を
持
つ
時
期
の
作
品
で
あ
っ
た
。
1
は
巻
三
の
讐
喩
歌
の
部
に
、
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当
沙
弥
満
誓
の
歌
（
三
九
［
）
に
続
い
て
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
作
歌
年
月
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
3
は
天
平
二
年
正
月
十
三
日
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
官
邸
で
の
梅
花
の
宴
に
お
い
て
、
主
人
旅
人
の
歌
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
2
は
同
年
六
月
、
重
病
の
旅
人
の
遺
言
を
聴
く
べ
く
勅
に
よ
り
下
向
し
た
大
伴
稲
公
と
大
伴
胡
麻
呂
の
帰
京
を
送
る
役
の
先
頭
に
立
っ
て
送
別
の
歌
を
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
大
宰
府
の
官
人
の
中
に
あ
っ
て
大
弐
・
少
弐
に
次
ぐ
位
置
で
あ
り
、
梅
花
の
宴
の
三
十
二
首
の
配
列
で
わ
か
る
よ
う
に
、
大
宰
大
弐
・
少
弐
の
よ
う
に
筑
前
守
・
筑
後
守
・
豊
後
守
と
共
に
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
賓
客
と
し
て
遇
さ
れ
る
中
に
は
は
い
ら
な
い
が
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
第
一
位
に
遇
さ
れ
て
い
る
。
大
伴
の
一
族
で
も
あ
り
、
大
宰
府
の
官
人
の
中
に
あ
っ
て
長
官
旅
人
に
重
用
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
大
宰
大
監
は
万
葉
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
閏
七
月
七
日
外
従
五
位
下
で
兵
部
少
輔
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
続
紀
に
記
さ
れ
た
初
め
で
あ
る
。
同
十
三
年
八
月
九
日
美
作
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
時
も
外
従
五
位
下
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
初
め
て
筑
紫
に
鎮
西
府
が
置
か
れ
、
従
四
位
下
石
川
加
美
を
将
軍
と
し
、
外
従
五
位
下
大
伴
百
代
が
副
2
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
八
年
四
月
二
十
二
日
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
九
月
二
十
日
豊
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
九
年
正
月
二
十
日
正
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
れ
以
後
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
百
代
の
父
系
を
た
ど
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
ほ
ぼ
十
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
間
外
従
五
位
下
に
留
め
お
か
れ
て
、
し
か
し
そ
の
間
に
官
職
は
兵
部
少
輔
か
ら
美
作
守
か
ら
鎮
西
府
副
将
軍
と
、
決
し
て
疎
外
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
、
大
伴
宗
家
か
ら
は
か
な
り
離
れ
た
傍
系
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
歌
は
先
述
の
如
く
大
宰
大
監
時
代
の
数
年
間
の
七
首
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
大
伴
旅
人
の
大
宰
帥
時
代
の
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
た
も
の
し
か
万
葉
集
と
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
百
代
の
歌
は
す
べ
て
百
代
自
身
の
記
録
で
は
な
く
、
他
の
記
録
者
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
歌
は
公
開
の
席
で
歌
わ
れ
た
も
の
が
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
　
そ
の
「
大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
の
歌
四
首
」
と
、
そ
れ
に
続
い
て
並
ん
で
い
る
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
」
に
つ
い
て
、
こ
の
配
列
は
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
が
、
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
で
の
生
活
の
中
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
唯
一
の
歌
で
あ
り
、
そ
の
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
「
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
歌
四
首
」
と
並
ん
で
い
る
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首
」
に
つ
い
て
、
久
米
常
民
氏
は
、
　
　
こ
れ
を
組
み
あ
わ
せ
て
み
る
こ
と
は
面
白
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
巻
四
の
歌
で
、
前
後
に
並
ん
で
い
る
も
の
を
、
す
べ
て
一
　
　
対
の
贈
答
で
あ
る
と
見
る
よ
う
な
乱
暴
な
処
置
は
、
と
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
し
、
こ
の
二
つ
を
組
み
あ
わ
せ
て
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
も
百
代
も
、
郎
女
も
同
じ
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
う
け
こ
た
え
に
は
、
な
っ
て
い
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
　
　
　
　
（
注
1
）
と
述
べ
て
い
る
。
　
大
伴
百
代
の
第
一
首
、
　
　
事
も
な
く
生
き
来
し
も
の
を
老
い
な
み
に
か
か
る
恋
に
も
吾
は
逢
へ
る
か
も
（
五
五
九
）
と
、
坂
上
郎
女
の
第
一
首
、
　
　
黒
髪
に
白
髪
交
じ
り
老
ゆ
る
ま
で
か
か
る
恋
に
は
い
ま
だ
逢
は
な
く
に
（
五
六
三
）
と
は
ぴ
っ
た
り
対
応
す
る
。
百
代
が
「
か
か
る
恋
に
も
」
わ
た
し
は
逢
っ
た
と
歌
う
の
に
対
し
て
、
坂
上
郎
女
は
逢
っ
た
こ
と
を
「
か
か
る
恋
に
は
」
今
ま
で
に
逢
っ
た
こ
と
が
な
い
と
一
ひ
ね
り
し
て
歌
っ
て
い
る
。
久
米
氏
の
言
う
如
く
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
二
人
は
同
じ
こ
と
を
こ
と
ば
を
変
え
て
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
老
い
に
し
て
逢
っ
た
」
の
で
「
老
い
な
み
に
」
で
あ
る
し
、
同
様
に
3
「
い
ま
だ
逢
は
ぬ
」
の
で
あ
る
か
ら
「
老
ゆ
る
ま
で
」
で
あ
る
。
こ
の
百
代
の
五
五
九
と
、
坂
上
郎
女
の
五
六
三
と
の
対
応
に
よ
り
、
そ
れ
を
含
む
両
歌
群
は
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
坂
上
郎
女
の
第
二
首
五
六
四
は
、
沢
潟
注
釈
に
は
「
百
代
の
第
四
首
に
答
へ
た
形
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
　
古
く
若
山
喜
志
子
氏
は
、
女
盛
り
で
生
ま
れ
つ
き
美
し
か
っ
た
坂
上
郎
女
は
筑
紫
に
下
っ
て
ま
た
も
や
恋
を
さ
さ
や
か
れ
た
と
言
い
、
そ
の
大
伴
百
代
は
相
当
の
年
輩
で
珍
し
い
物
に
ち
ょ
っ
と
興
味
を
引
か
れ
た
と
い
う
気
持
で
あ
り
、
郎
女
の
方
で
も
か
ら
か
い
半
分
で
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）
え
て
い
る
風
だ
と
述
べ
て
い
る
。
　
尾
山
篤
二
郎
氏
も
こ
の
歌
は
「
明
に
両
者
の
往
来
で
あ
る
」
と
言
い
、
百
代
の
持
ち
か
け
た
求
愛
が
郎
女
に
物
の
見
事
に
拒
絶
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
明
ら
か
に
大
宰
府
に
お
け
る
二
人
の
贈
答
歌
で
あ
る
と
す
る
見
方
に
反
対
す
る
の
が
先
述
の
久
米
氏
の
考
え
で
あ
っ
た
。
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
者
の
歌
の
内
容
が
ぴ
っ
た
り
対
応
す
る
と
私
は
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
贈
答
を
意
味
し
な
い
。
　
大
伴
百
代
の
「
恋
歌
四
首
」
と
い
う
題
詞
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
題
詞
は
珍
し
い
の
で
あ
る
。
集
中
、
次
の
一
例
し
か
見
え
な
い
。　
　
　
　
門
部
王
の
恋
歌
一
首
　
　
飯
宇
の
海
の
潮
干
の
潟
の
片
思
に
思
ひ
や
行
か
む
道
の
長
手
を
（
巻
四
．
五
三
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
い
ば
く
　
　
　
　
右
、
門
部
王
、
出
雲
守
に
任
ぜ
ら
る
る
時
に
、
部
内
の
娘
子
を
嬰
る
。
未
だ
幾
時
な
ら
ず
し
て
、
す
で
に
往
来
を
絶
つ
。
月
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
　
　
　
　
累
ね
て
後
に
、
さ
ら
に
愛
し
ぶ
る
心
を
起
す
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
、
娘
子
に
贈
り
致
す
。
　
門
部
王
は
「
風
流
侍
従
」
に
数
え
ら
れ
た
ほ
ど
の
人
で
、
こ
の
歌
も
そ
の
門
部
王
に
ま
つ
わ
る
恋
物
語
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
娘
子
に
「
贈
り
致
し
」
た
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
門
部
王
の
娘
子
に
贈
る
歌
一
首
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
題
を
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
具
体
性
と
真
実
性
が
こ
の
歌
に
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
集
中
「
恋
歌
」
と
い
う
題
詞
は
他
に
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
題
詞
を
持
つ
歌
は
他
に
一
般
に
見
ら
れ
る
「
誰
某
に
贈
る
歌
」
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
実
際
、
誰
か
特
定
の
人
を
恋
う
て
贈
る
歌
に
「
誰
某
の
恋
歌
」
と
い
う
題
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
「
大
伴
宿
祢
百
代
の
恋
歌
」
は
決
し
て
「
坂
上
郎
女
に
贈
る
歌
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
題
詞
は
、
明
ら
か
に
こ
の
歌
が
宴
席
4
な
ど
に
お
け
る
一
種
の
題
詠
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
青
木
生
子
氏
の
「
お
そ
ら
く
宴
席
な
ど
で
『
恋
』
を
題
に
し
た
掛
合
の
戯
歌
と
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）
想
像
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
の
は
正
し
い
。
　
大
宰
府
で
の
宴
席
で
「
恋
の
歌
」
と
題
し
て
才
人
大
伴
百
代
が
い
か
に
も
恋
す
る
相
手
に
歌
い
か
け
る
か
の
よ
う
に
歌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
坂
上
郎
女
の
二
首
も
ま
た
「
恋
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
百
代
に
合
せ
て
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
路
に
入
っ
て
ば
か
り
と
想
像
さ
れ
る
坂
上
郎
女
が
「
黒
髪
に
白
髪
交
じ
り
老
ゆ
る
ま
で
」
と
歌
う
の
は
、
そ
の
恋
を
強
調
す
る
表
現
と
し
て
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
真
実
の
声
と
は
思
え
な
い
。
　
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
都
へ
上
っ
た
後
に
、
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当
沙
弥
満
誓
が
旅
人
に
贈
っ
た
二
首
の
中
に
次
の
歌
が
あ
る
。
　
　
ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
変
り
白
け
て
も
痛
き
恋
に
は
逢
ふ
時
あ
り
け
り
（
巻
四
・
五
七
三
）
　
坂
上
郎
女
お
よ
び
旅
人
上
京
直
後
の
作
で
、
坂
上
郎
女
の
「
黒
髪
に
白
髪
交
じ
り
」
の
歌
が
作
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
確
か
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
と
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
こ
の
満
誓
の
歌
は
坂
上
郎
女
の
歌
に
よ
く
似
て
い
る
。
満
誓
の
歌
が
坂
上
郎
女
の
作
品
に
よ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
郎
女
の
歌
は
、
ひ
そ
か
に
百
代
と
交
わ
し
た
恋
の
歌
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ひ
そ
か
に
交
わ
し
合
っ
た
歌
な
ら
ば
、
そ
の
時
点
で
は
か
く
も
素
早
く
満
誓
の
目
に
と
ま
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
郎
女
の
歌
は
、
満
誓
も
同
席
し
た
宴
席
で
、
大
伴
百
代
の
「
恋
歌
」
に
継
い
で
み
ん
な
に
披
露
さ
れ
た
歌
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　　　一　　5『
　
さ
て
、
坂
上
郎
女
は
い
つ
か
ら
大
宰
府
に
来
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
で
の
生
活
の
中
で
歌
わ
れ
た
唯
一
の
歌
で
あ
る
、
大
伴
百
代
の
「
恋
歌
」
に
唱
和
し
た
こ
の
歌
の
巻
四
に
お
け
る
配
列
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
鵬
謝
附
　
五
年
戊
辰
大
宰
少
弐
石
川
足
人
朝
臣
遷
任
饒
二
干
筑
前
国
藍
城
駅
家
一
歌
　
　
　
　
　
　
　
鵬
　
大
伴
宿
祢
三
依
歌
　
　
　
　
　
　
　
鵬
謝
　
丹
生
女
王
贈
二
大
宰
帥
大
伴
卿
一
歌
　
　
講
　
大
宰
帥
大
伴
卿
贈
三
大
弐
丹
比
県
守
卿
遷
二
任
民
部
卿
一
歌
　
　
　
　
　
　
　
鵬
　
賀
茂
女
王
贈
二
大
伴
宿
祢
三
依
一
歌
　
　
珊
珊
　
土
師
宿
祢
水
道
従
二
筑
紫
一
上
γ
京
海
路
作
歌
　
…
珊
珊
附
㎜
　
大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
恋
歌
…
　
…
鵬
脳
　
大
伴
坂
上
郎
女
歌
　
　
　
　
　
　
　
鰯
　
賀
茂
女
王
歌
　
　
猫
町
　
大
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
等
贈
二
駅
使
一
歌
（
左
注
）
以
前
天
平
二
年
庚
午
夏
六
月
、
帥
大
伴
卿
、
忽
生
二
瘡
脚
嚇
疾
二
苦
枕
席
↓
因
γ
此
　
　
　
　
　
馳
γ
駅
上
奏
、
望
請
、
庶
弟
稲
公
・
姪
胡
麻
呂
、
欲
レ
語
二
遺
言
一
者
、
勅
二
右
兵
庫
助
大
伴
宿
禰
稲
公
、
治
部
少
丞
大
伴
宿
禰
胡
麻
呂
両
人
嚇
　
　
　
　
　
給
γ
駅
発
遣
、
令
ン
省
二
卿
病
司
而
選
二
数
旬
↓
幸
得
二
平
復
一
干
レ
時
稲
公
等
、
以
二
病
既
療
嚇
発
γ
府
上
γ
京
。
於
7
是
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
、
少
典
山
　
　
　
　
　
口
忌
寸
若
麻
呂
、
及
卿
男
家
持
等
、
相
二
送
駅
使
一
共
到
二
夷
守
駅
家
｛
柳
飲
悲
〆
別
、
乃
作
二
此
歌
司
　
　
珊
珊
珊
訊
　
大
宰
帥
大
伴
卿
被
γ
任
二
大
納
言
一
臨
二
入
京
一
之
時
、
府
官
人
等
饅
二
卿
筑
前
国
董
城
駅
家
一
歌
　
右
の
よ
う
に
坂
上
郎
女
の
歌
は
、
神
亀
五
年
の
大
弐
少
弐
石
川
足
人
の
遷
任
の
時
の
歌
（
五
四
九
～
五
五
一
）
、
大
宰
大
弐
丹
比
県
守
の
民
部
卿
遷
任
の
時
の
歌
（
五
五
五
）
の
後
に
収
載
さ
れ
、
賀
茂
女
王
の
歌
一
首
（
五
六
五
）
を
挟
ん
で
、
天
平
二
年
夏
六
月
旅
人
が
脚
に
瘡
を
生
じ
重
く
な
っ
て
大
伴
氏
の
後
事
を
託
す
た
め
に
都
か
ら
呼
び
寄
せ
た
稲
公
と
胡
麻
呂
が
旅
人
の
そ
の
病
の
回
復
を
見
届
け
て
帰
京
す
る
の
を
送
る
歌
二
首
（
五
六
六
、
五
六
七
）
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
　
大
宰
大
弐
丹
比
県
守
の
遷
任
に
つ
い
て
続
紀
に
は
、
天
平
元
年
二
月
十
一
日
の
条
に
、
　
　
以
二
大
宰
大
弐
正
四
位
上
多
治
比
真
人
県
守
、
左
大
弁
正
四
位
上
石
川
朝
臣
石
足
、
弾
正
罪
従
四
位
下
大
伴
宿
禰
道
足
↓
権
為
二
参
　
　
議
の
と
あ
る
。
丹
比
県
守
は
養
老
元
年
に
遣
唐
押
使
と
し
て
渡
船
し
て
養
老
二
年
十
月
帰
国
し
、
養
老
四
年
九
月
に
は
持
節
征
夷
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
養
老
五
年
六
月
に
中
務
卿
と
な
り
、
そ
の
時
民
部
卿
は
太
安
麻
呂
で
あ
っ
た
。
太
安
麻
呂
は
養
老
七
年
七
月
七
日
没
し
た
。
空
席
と
な
っ
た
民
部
卿
を
誰
が
埋
め
た
か
続
紀
は
記
さ
な
い
。
県
守
の
大
宰
大
弐
任
官
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
右
に
記
し
た
続
紀
の
天
平
元
年
二
月
十
一
日
の
、
県
守
ら
の
権
参
議
嘱
任
は
、
参
議
が
藤
原
房
前
一
人
で
、
台
閣
が
弱
体
化
し
た
の
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
の
台
閣
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
6
左
大
臣
大
納
言
中
納
言
同同参
議
　
そ
う
と
す
れ
ば
、
ら
れ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
　
歌
の
配
列
に
よ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
年
の
冬
十
一
月
ま
で
大
宰
府
に
留
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
下
向
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
　
第
一
に
屋
敷
頼
雄
氏
は
、
　
　
此
の
時
代
の
風
習
で
は
、
婦
人
が
夫
婦
関
係
の
な
い
異
母
兄
の
任
地
に
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
異
例
で
あ
る
か
ら
、
郎
女
の
下
向
理
由
　
　
の
如
き
も
、
武
田
博
士
が
想
像
さ
れ
た
や
う
に
、
或
は
旅
人
に
求
め
ら
れ
て
、
其
の
後
妻
と
な
る
こ
と
を
承
引
し
た
事
に
因
る
の
か
　
　
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
彼
女
の
下
向
が
、
老
齢
の
旅
人
は
因
よ
り
、
少
年
の
家
持
ら
兄
弟
を
悦
ば
せ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
　
　
難
く
な
く
、
斯
く
し
て
郎
女
と
家
持
と
の
交
渉
は
根
強
く
結
ば
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
注
5
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
妻
説
で
あ
る
。
屋
敷
氏
は
武
田
祐
吉
博
士
の
説
を
承
け
て
い
る
か
の
如
く
に
記
し
て
い
る
が
、
武
田
博
士
は
、　
　
こ
の
時
代
の
風
習
と
し
て
、
婦
人
が
夫
婦
関
係
の
無
い
異
母
兄
の
任
地
に
伴
ふ
と
い
ふ
の
は
珍
し
い
。
旅
人
は
ま
う
老
年
で
、
坂
上
　
　
郎
女
も
相
当
の
年
配
で
あ
る
。
自
分
は
私
に
、
巻
十
二
の
、
　
　
　
　
み
ど
り
児
の
為
こ
そ
乳
母
は
求
む
と
い
へ
乳
飲
め
や
君
が
乳
母
求
む
ら
む
　
　
　
　
悔
し
く
も
老
い
に
け
る
か
も
我
が
背
子
が
求
む
る
乳
母
に
行
か
ま
し
も
の
を
長
屋
王
多
治
比
池
守
大
伴
旅
人
（
大
宰
帥
と
し
て
大
宰
府
在
住
）
藤
原
武
智
麻
呂
阿
倍
広
庭
藤
原
房
前
　
　
県
守
は
都
へ
上
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
続
紀
に
は
漏
れ
て
い
る
が
、
県
守
は
こ
の
時
大
宰
大
弐
か
ら
民
部
卿
に
遷
任
せ
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
天
平
元
年
二
月
十
一
日
で
あ
る
。
　
　
　
　
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
入
り
は
こ
の
後
で
あ
り
、
同
二
年
夏
六
月
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。
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を
以
っ
て
そ
の
解
決
に
擬
し
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
（
注
6
）
と
言
っ
て
い
る
。
武
田
博
士
は
「
珍
し
い
」
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
珍
し
い
」
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
の
か
。
巻
十
二
の
歌
を
例
示
し
て
い
る
の
は
、
も
し
後
妻
だ
と
い
っ
て
も
子
供
た
ち
の
乳
母
の
必
要
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
全
註
釈
に
も
「
旅
人
の
妻
が
死
ん
で
か
ら
家
事
を
見
る
た
め
に
下
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
旅
人
に
取
っ
て
は
異
母
妹
だ
か
ら
、
妻
と
し
て
も
不
都
合
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
武
田
博
士
の
後
妻
説
は
家
事
を
見
、
子
供
の
世
話
を
す
る
人
の
意
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
後
妻
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
高
藤
武
馬
氏
は
「
こ
れ
は
恐
ら
く
妻
を
喪
つ
た
旅
人
が
そ
の
遣
瀬
な
い
異
郷
の
淋
し
さ
を
ま
ぎ
ら
は
す
為
の
話
し
相
手
を
欲
し
た
た
め
」
と
、
家
持
以
下
の
「
小
さ
い
子
達
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
親
身
の
女
手
を
心
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）
必
要
と
し
た
為
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。
こ
れ
を
し
も
後
妻
説
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
妻
を
な
く
し
た
お
爺
さ
ん
と
夫
を
な
く
し
た
お
婆
さ
ん
の
養
老
院
で
の
結
婚
の
よ
う
で
、
賛
成
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
武
田
博
士
の
「
後
妻
説
」
と
い
う
の
も
こ
れ
と
同
じ
に
考
え
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
に
は
福
田
良
輔
氏
が
「
郎
女
が
筑
紫
に
下
つ
た
の
は
幾
度
か
男
女
生
活
の
破
綻
に
傷
つ
い
た
心
を
癒
や
す
た
め
で
も
あ
つ
た
ら
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
）
が
、
幼
に
し
て
母
を
失
っ
た
姪
の
家
持
を
世
話
す
る
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
若
山
喜
志
子
氏
の
「
十
一
に
な
つ
た
家
持
を
頭
に
、
三
人
も
の
幼
児
を
遺
さ
れ
て
妻
に
死
別
し
」
て
弱
り
果
て
た
旅
人
に
頼
ま
れ
て
「
母
の
な
い
三
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）
子
の
世
話
を
し
」
に
下
向
し
た
の
だ
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
五
島
美
代
子
氏
の
「
そ
の
家
庭
の
世
話
を
し
」
た
と
い
う
の
も
旅
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
m
）
の
後
妻
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
五
味
保
義
氏
の
「
老
齢
に
し
て
妻
を
失
つ
た
旅
人
の
側
に
在
つ
て
、
子
女
の
養
育
に
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）
し
」
と
い
う
の
も
後
妻
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
久
米
常
民
氏
も
夫
婦
関
係
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
武
田
説
に
大
き
な
抵
抗
を
感
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）
と
い
い
、
「
当
時
十
一
歳
位
で
し
か
な
か
っ
た
そ
の
子
家
持
ら
の
養
育
の
た
め
と
い
う
見
方
が
出
来
る
」
と
い
う
。
し
か
し
若
浜
汐
子
氏
は
、
「
幼
児
を
京
に
残
し
て
、
た
と
へ
ど
ん
な
必
要
に
迫
ら
れ
た
に
せ
よ
女
の
身
で
、
当
時
と
し
て
、
九
州
に
ま
で
下
る
こ
と
は
考
へ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
れ
な
い
」
と
し
、
後
妻
説
も
あ
な
が
ち
に
退
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
　
第
三
に
尾
山
篤
二
郎
氏
は
、
旅
人
は
新
妻
を
迎
え
る
に
は
年
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
旅
人
に
新
妻
を
迎
え
た
愉
快
を
歌
っ
た
歌
が
一
首
も
な
く
む
し
ろ
亡
妻
を
い
た
む
多
く
の
作
が
あ
る
こ
と
、
大
伴
百
代
と
の
掛
合
の
歌
は
旅
人
の
妻
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
も
の
な
ら
ば
あ
り
え
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
後
妻
説
を
否
定
し
、
旅
人
の
妻
の
大
伴
郎
女
が
故
人
と
な
っ
た
後
を
継
い
で
「
大
伴
宗
家
の
家
刀
一8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）
自
と
し
て
一
門
の
母
の
位
置
に
就
い
た
」
と
い
う
。
賀
古
明
氏
は
そ
れ
を
更
に
明
瞭
に
、
「
大
伴
郎
女
は
、
大
伴
家
の
族
長
で
あ
る
旅
人
の
『
正
妻
』
と
し
て
、
大
伴
家
に
お
け
る
祭
祀
を
主
宰
す
る
、
大
伴
一
族
の
最
高
『
巫
女
』
と
し
て
の
『
妻
の
座
』
に
あ
っ
た
人
と
み
る
べ
き
人
で
あ
る
」
と
述
べ
、
坂
上
郎
女
の
下
向
は
そ
の
大
伴
郎
女
の
死
に
よ
っ
て
空
い
た
二
族
の
『
妻
の
座
』
の
責
を
補
充
す
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）
の
任
を
主
と
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
青
木
生
子
氏
も
こ
の
賀
古
説
を
支
持
し
て
い
る
。
「
大
伴
氏
の
最
高
巫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）
女
」
と
い
う
こ
と
を
、
山
本
氏
は
「
厳
媛
」
的
存
在
だ
と
述
べ
た
。
　
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
下
向
の
理
由
は
大
別
し
て
以
上
三
説
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
の
後
妻
説
も
以
後
の
第
二
、
第
三
に
よ
っ
て
決
し
て
砕
か
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
。
冒
頭
の
歌
が
坂
上
郎
女
と
大
伴
百
代
と
の
恋
の
贈
答
だ
と
し
て
、
帥
旅
人
の
妻
に
対
し
て
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
い
う
の
も
、
そ
の
歌
が
正
し
く
恋
の
贈
答
で
は
な
い
と
し
た
ら
理
由
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
旅
人
が
帰
京
の
途
上
靹
の
浦
と
敏
馬
埼
を
過
ぎ
る
時
に
、
大
宰
府
へ
向
う
時
は
一
緒
に
居
た
今
は
亡
き
妻
へ
の
切
々
た
る
思
い
を
歌
っ
た
連
作
五
首
も
、
坂
上
郎
女
と
連
れ
だ
っ
て
の
旅
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
亡
妻
の
み
を
思
い
浮
か
べ
て
も
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
旅
人
が
妻
大
伴
郎
女
を
任
地
大
宰
府
に
失
っ
た
の
は
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
の
夏
で
あ
っ
た
か
ら
、
旅
人
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
大
宰
府
に
は
彼
を
慕
う
筑
紫
娘
子
児
島
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
で
、
わ
ざ
わ
ざ
都
か
ら
坂
上
郎
女
を
呼
び
寄
せ
て
ま
で
、
後
妻
を
必
要
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
幼
い
家
持
、
書
持
や
そ
の
妹
が
残
さ
れ
た
か
ら
そ
の
世
話
に
と
い
う
の
は
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
余
り
に
も
下
世
話
に
考
え
過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
老
い
た
父
親
が
妻
に
死
な
れ
て
、
残
さ
れ
た
幼
い
子
供
を
か
か
え
て
途
方
に
く
れ
る
な
ど
と
い
う
姿
を
、
奈
良
朝
最
大
の
貴
族
の
一
人
中
納
言
兼
大
宰
帥
大
伴
旅
人
に
ど
う
し
て
想
像
で
き
よ
う
か
。
坂
上
郎
女
自
身
の
ふ
と
こ
ろ
に
も
、
旅
人
の
子
供
た
ち
よ
り
も
っ
と
幼
い
二
女
子
が
い
た
の
で
あ
る
。
異
母
兄
の
子
供
の
世
話
だ
け
に
わ
ざ
わ
ざ
大
宰
府
ま
で
下
向
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
　
旅
人
が
天
平
二
年
の
夏
、
脚
の
瘡
か
ら
重
患
に
お
ち
い
り
、
遺
言
を
す
る
た
め
に
都
か
ら
稲
公
と
胡
麻
呂
を
呼
び
寄
せ
た
時
、
坂
上
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）
女
も
一
緒
に
下
向
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
想
像
も
あ
る
。
　
坂
上
郎
女
の
大
宰
府
下
向
の
理
由
を
考
え
る
べ
き
大
宰
府
で
の
生
活
の
記
録
は
、
前
掲
の
大
宰
大
監
大
伴
百
代
の
恋
歌
に
並
ぶ
恋
の
歌
二
首
の
み
し
か
な
く
、
ま
た
帰
京
後
、
旅
人
の
没
す
る
そ
の
翌
年
七
月
ま
で
の
間
に
、
旅
人
と
坂
上
郎
女
と
の
関
係
を
想
像
さ
せ
る
何
も
の
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
　　　一　　9一
　
旅
人
が
平
城
京
の
佐
保
の
大
伴
邸
に
帰
り
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
間
を
お
か
ず
に
詠
ん
だ
三
首
が
あ
る
。
　
　
　
　
故
郷
の
家
に
還
り
入
り
て
、
即
ち
作
る
歌
三
首
　
　
人
も
な
き
空
し
き
家
は
草
枕
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か
り
け
り
（
巻
三
、
四
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
ま
　
　
妹
と
し
て
二
人
作
り
し
わ
が
山
斎
は
木
高
く
繁
く
な
り
に
け
る
か
も
（
四
五
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
吾
妹
子
が
植
ゑ
し
梅
の
樹
見
る
ご
と
に
こ
こ
ろ
咽
せ
つ
つ
涙
し
流
る
（
四
五
三
）
　
こ
こ
に
は
亡
き
妻
へ
の
切
な
い
思
い
が
溢
れ
る
よ
う
に
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
佐
保
の
邸
は
、
旅
や
ど
り
に
も
ま
さ
っ
て
苦
し
く
つ
ら
い
、
妻
の
居
な
い
空
し
い
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
坂
上
郎
女
は
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
上
京
の
途
次
は
坂
上
郎
女
と
連
れ
だ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
亡
妻
の
み
を
思
い
浮
か
べ
て
も
む
し
ろ
当
然
だ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
佐
保
の
邸
に
帰
着
し
て
か
ら
の
こ
の
歌
い
ぶ
り
は
、
坂
上
郎
女
と
い
う
新
し
い
後
妻
を
持
っ
た
人
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
　
坂
上
郎
女
が
幼
い
大
嬢
・
二
嬢
の
二
女
子
が
あ
り
な
が
ら
大
宰
府
に
下
っ
て
行
っ
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
事
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
下
っ
た
の
は
、
大
伴
氏
の
棟
梁
大
伴
旅
人
が
「
遺
言
を
語
ら
む
」
と
し
て
「
庶
弟
稲
公
・
姪
胡
麻
呂
」
を
呼
ん
だ
そ
の
時
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旅
人
は
、
公
的
な
後
事
を
託
す
べ
く
稲
公
と
胡
麻
呂
を
、
私
的
な
、
た
と
え
ば
家
持
ら
子
供
た
ち
の
将
来
を
頼
む
べ
く
異
母
妹
坂
上
郎
女
を
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
し
か
る
に
旅
人
の
病
い
は
幸
せ
に
も
「
数
旬
」
を
経
て
回
復
し
た
の
で
、
大
宰
府
は
再
び
明
る
く
に
ぎ
わ
い
、
快
気
祝
の
宴
も
催
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
大
宰
大
監
大
伴
百
代
が
羽
目
を
は
ず
し
、
坂
上
郎
女
が
乗
っ
て
み
せ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
宴
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
駅
使
と
し
て
勅
を
も
っ
て
派
遣
さ
れ
た
稲
公
・
胡
麻
呂
は
旅
人
の
回
復
を
見
て
早
々
と
都
へ
も
ど
っ
て
行
っ
た
が
、
坂
上
郎
女
は
旅
人
の
病
後
を
見
捨
て
て
帰
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
し
ば
ら
く
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ヱ0
　注
2134
久
米
常
民
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
生
涯
と
文
学
」
（
『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
』
所
収
、
昭
和
4
5
年
3
月
）
若
山
喜
志
子
「
大
伴
坂
上
郎
女
」
（
春
陽
堂
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
、
昭
和
8
年
2
月
）
尾
山
篤
二
郎
「
大
伴
ノ
坂
上
ノ
郎
女
考
」
（
『
大
伴
家
持
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
3
1
年
4
月
）
青
木
生
子
「
坂
上
郎
女
」
（
「
国
文
学
」
第
十
三
巻
一
号
、
昭
和
4
3
年
1
月
）
5
　
屋
敷
頼
雄
「
大
伴
坂
上
郎
女
」
（
春
陽
堂
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
）
6
　
武
田
祐
吉
『
上
代
国
文
学
の
研
究
』
（
大
正
1
0
年
3
月
）
7
　
高
藤
武
馬
『
万
葉
女
人
像
』
（
昭
和
1
9
年
5
月
）
8
　
福
田
良
輔
「
万
葉
作
者
『
今
城
王
』
考
」
（
「
国
語
国
文
」
第
二
巻
十
号
、
昭
和
7
年
1
0
月
）
9
　
注
2
に
同
じ
。
10
@
五
島
美
代
子
「
大
伴
坂
上
郎
女
」
（
創
元
社
『
万
葉
集
講
座
』
第
四
巻
）
　
　
　
　
　
－
11
@
五
味
保
義
「
大
伴
坂
上
郎
女
」
（
『
万
葉
集
大
成
』
第
十
巻
、
昭
和
2
9
年
5
月
）
12
@
注
1
に
同
じ
。
13
@
若
浜
汐
子
「
坂
上
郎
女
」
（
「
上
代
文
学
」
第
九
号
、
昭
和
3
2
年
1
2
月
）
14
@
注
3
に
同
じ
。
15
@
賀
古
明
「
家
持
圏
初
期
の
歌
風
の
特
色
i
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
、
そ
の
時
と
場
ー
」
（
『
万
葉
集
新
論
』
所
収
、
昭
和
4
0
年
3
月
）
16
@
青
木
生
子
「
大
伴
坂
上
郎
女
」
（
『
上
古
の
歌
人
』
日
本
歌
人
講
座
第
一
巻
、
昭
和
4
3
年
1
0
月
）
17
@
山
本
健
吉
『
大
伴
家
持
』
（
日
本
詩
人
選
5
、
昭
和
4
6
年
7
月
）
18
@
岡
川
佳
子
「
大
伴
坂
上
郎
女
伝
記
私
考
」
（
「
国
文
」
姉
孫
畑
水
第
十
四
号
、
昭
和
3
5
年
1
2
月
）
、
西
本
克
子
「
坂
上
郎
女
論
」
（
「
淑
徳
国
文
」
　
第
三
号
、
昭
和
4
1
年
6
月
）
な
ど
が
あ
る
。
11
